
（ｎ＝394)

（ｎ＝574)

（ｎ＝522)

（ｎ＝284)

（ｎ＝184)

（ｎ＝461)

（ｎ＝75)

（ｎ＝253)

（ｎ＝117)

（ｎ＝234)

（ｎ＝30)

販路拡大等のプロモーション戦略

リスク回避

その他

既存事業の充実・改善

他企業や研究機関等との連携

デジタルツールの活用

人材育成

設備投資等に必要な財源

新分野への進出

人材確保、後継者への承継

全体 (ｎ＝926)

急激な環境変化に対応する経営ビジョン 42.5%

62.0%

56.4%

30.7%

19.9%

49.8%

8.1%

27.3%

12.6%

25.3%

3.2%
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令和６年度 豊橋市市内企業向けＢＣＰ等実態把握調査

■調査の概要
1.調査対象 ：豊橋市内に事業所等がある事業者 5,000事業者
2.調査方法 ：調査票を郵送。郵送またはwebにより回答
3.調査期間 ：令和6年８月１日（木）～8月31日（土）

4.有効回収数 ：93１事業所（内web回答742事業所人）
5.回収率 ：18.6％

■調査項目
(1)経営意識について
(2)リスク意識・対応について
（３）事業継続計画(BCP)の理解や認識について

（４）事業継続計画(BCP)の策定状況等について
(5)市の事業継続計画(BCP)策定支援等について
（６）事業継続計画(BCP)に関わる受発注について

（７）事業拡大への戦略や今後の取り組みについて
（８）その他

◆回答者の属性

【企業情報】

全体 ｎ＝ 926

農業・林業または漁業 （ｎ＝ 14 ）

鉱業、採石業、砂利採取業 （ｎ＝ 2 ）

建設業 （ｎ＝ 95 ）

製造業 （ｎ＝ 153 ）

電気・ガス・熱供給業・水道業 （ｎ＝ 19 ）

情報通信業 （ｎ＝ 9 ）

運輸業、郵便業 （ｎ＝ 38 ）

卸売業 （ｎ＝ 75 ）

小売業 （ｎ＝ 115 ）

金融、保険業 （ｎ＝ 18 ）

不動産業、物品賃貸業 （ｎ＝ 41 ）

学術研究、専門・技術サービス業 （ｎ＝ 37 ）

宿泊業、飲食サービス業 （ｎ＝ 34 ）

生活関連サービス業、娯楽業 （ｎ＝ 26 ）

教育、学習支援業 （ｎ＝ 15 ）

医療、福祉 （ｎ＝ 101 ）

複合サービス事業 （ｎ＝ 5 ）

サービス業(他に分類されないもの) （ｎ＝ 89 ）

その他 （ｎ＝ 40 ）

1.5%

0.2%

10.3%

16.5%

2.1%

1.0%

4.1%

8.1%

12.4%

1.9%

4.4%

4.0%

3.7%

2.8%

1.6%

10.9%

0.5%

9.6%

4.3%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0%

全体 ｎ＝ 886

第１次産業 （ｎ＝ 14 ）

第2次産業 （ｎ＝ 250 ）

第3次産業 （ｎ＝ 622 ）

1.6%

28.2%

70.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

※参考）第１次～第3次産業別

◆重視しているリスクはなんですか。

（ｎ＝657)

（ｎ＝251)

（ｎ＝282)

（ｎ＝90)

（ｎ＝179)

（ｎ＝39)

（ｎ＝467)

（ｎ＝320)

（ｎ＝47)

（ｎ＝23)

（ｎ＝15)

（ｎ＝168)

（ｎ＝202)

（ｎ＝377)

（ｎ＝143)

（ｎ＝325)

（ｎ＝231)

（ｎ＝160)

（ｎ＝351)

（ｎ＝161)

（ｎ＝106)

（ｎ＝339)

（ｎ＝27)

設備の故障

製品の事故

経営幹部の突然の喪失

材料費等の高騰

その他

情報漏えいやコンプライアンス違反

取引先企業の倒産・事業中断

物流網の断絶による仕入品の欠品

インフラ(水道、ガス等)の途絶

通信(インターネット・電話)の途絶

外部委託先のサーバー・データセンター等情報システムの停止

テロ・紛争(国内外)

他国からのミサイル攻撃

インフラ(道路等の交通インフラ)の途絶

感染症(新型インフルエンザ、新型コロナ等)

火災・爆発

大気・土壌・海洋汚染等の環境リスク

津波

全体 (ｎ＝928)

地震

洪水（津波以外）

土砂災害

風害

雪害

70.8%

27.0%

30.4%

9.7%

19.3%

4.2%

50.3%

34.5%

5.1%

2.5%

1.6%

18.1%

21.8%

40.6%

15.4%

35.0%

24.9%

17.2%

37.8%

17.3%

11.4%

36.5%

2.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

◆経営を続けていくうえで、重要と考える課題はなんですか。



（ｎ＝75)

（ｎ＝14)

（ｎ＝32)

（ｎ＝76)

（ｎ＝37)

（ｎ＝42)

（ｎ＝7)

（ｎ＝25)

（ｎ＝57)

（ｎ＝102)

（ｎ＝135)

（ｎ＝25)

（ｎ＝131)

（ｎ＝68)

（ｎ＝79)

（ｎ＝77)

（ｎ＝41)

（ｎ＝1)

（ｎ＝37)

事業継続力強化計画※を作成している

その他

過去に災害、事故の経験等がない

実践的な計画を作ることが難しそうで、策定後の効果が不明

貴社のみの策定では効果が期待できない

BCPは重要と考えていない

BCPの内容に関する情報が不足している

策定に際して適切な相談ができる先・関係者がわからない

取引先や顧客からの要請がない

策定する人材が確保できない

策定に必要なスキルやノウハウがない

親会社・グループ会社からの要請がない

株主からの要請がない

金融機関からの要請がない

優遇措置がない

策定費用が確保できない

業界団体からの要請がない

国や地方自治体の入札要件にない

全体 (ｎ＝413)

法令等による規定・規制がない 18.2%

3.4%

7.7%

18.4%

9.0%

10.2%

1.7%

6.1%

13.8%

24.7%

32.7%

6.1%

31.7%

16.5%

19.1%

18.6%

9.9%

0.2%

9.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

回答のあった事業所所在地と
洪水浸水想定区域（想定最大規模）

ｚｚｚｚｚｚｚｚｚ

◆BCPの策定状況を回答ください。

（ｎ＝223)

（ｎ＝58)

（ｎ＝210)

（ｎ＝418)

策定中である

全体 (ｎ＝909)

策定済みである

策定予定・検討中である

策定予定はない

24.5%

6.4%

23.1%

46.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

◆BCP策定が役立ったと考えられるものは何ですか。

（ｎ＝145)

（ｎ＝92)

（ｎ＝78)

（ｎ＝32)

（ｎ＝23)

（ｎ＝28)

（ｎ＝3)

（ｎ＝6)

（ｎ＝2)

（ｎ＝0)

（ｎ＝4)

業務の定型化・マニュアル化が進展した

全体 (ｎ＝169)

従業員のリスクに対する意識が向上した

事業の優先順位が明確になった

業務の改善や効率化が進展した

取引先からの信頼が高まった

実際の緊急事態の際に適切に対応できた

調達先・仕入れ先が拡大した

在庫の適正化につながった

調達コストの削減につながった

顧客が拡大した

その他

85.8%

54.4%

46.2%

18.9%

13.6%

16.6%

1.8%

3.6%

1.2%

0.0%

2.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

◆BCPを策定しない理由は何ですか。

最も多いのが「策定予定はない」で46.0％、以下、「策定済みであ
る」（24.5％）、「策定予定・検討中である」（23.1％）と続く。
「策定済みである」「策定中である」「策定予定・検討中である」を合
わせると54.0%である。


